
黙示録への鍵
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キリストが反キリストの正体を暴く

私たちの
間に再び来られた生ける
メシア、イエス
へ 1970
年 5 月 13 日、イエスはレバノンで黙示録を啓示された。

「レバノンから、わたしの最愛の人よ、
わたしと共に来なさい。レバノンから、わたしと共に来て、入りなさい。」

（雅歌 4:8）

「あと少しの間、
レバノンは確かに果樹園となり、
果樹園は森へと変わるだろう。

その日、
耳の聞こえない者たちは書

物の言葉を聞き、影と闇から解放され、
盲人の目は見るようになる

...... なぜなら、暴君はもはや存在せず、嘲る者は消え去り
、悪意ある者たちは滅ぼされるからだ。」

（イザヤ書 29 章 17-20 節）

1. はじめに
『ヨハネの黙示録』は、20 世紀および 21 世紀の出来事と主要人物について記した預言書であ
る。この激動の時代は、ある「獣」の再出現と終焉の時であり、それはキリストの再臨の前夜
における「反キリスト」である。
この書は、西暦 95 年にイエスの使徒ヨハネに啓示された。『ヨハネの黙示録』は、「七つの封
印で封じられた、閉ざされた書物」である（黙示録 5:1）。これは、それが完全に秘められたも
のであることを意味する。いかなる者も、そのメッセージを解き明かすことはできない（黙示
録 5:3）。そこに記された謎を解き明かす鍵を所有しているのは、イエスだけである（黙示録
5:5-7）。イエスこそが、予告された黙示録的な出来事が成就する時（黙示録 22:10 ／ 22:16）、
その内容を明らかにするために、この「開かれた小さな書物」（黙示録 10:1-2）を携えた使者
を遣わされるのです。
この黙示録の解釈は、個人的な努力の成果ではありません。もしそうであれば、何の価値も
持たないでしょう。これは、キリストがレバノンのある司祭に与えた衝撃的な啓示の結果な
のです。イエスは、誠実な人々、すなわちすべての真の信者たちを啓発するために、黙示録
第 13 章に登場する「獣」の、誰も予想しなかった正体を彼に明らかにされました。
黙示録は、かつてすでに存在していたこの「獣」の再来を予言している（黙示録 17 章 8 節）。
イエスもまた、その正体を暴き、滅ぼし、神の王国を回復するために再臨される（黙示録 1章
7 節／ 22 章 20 節）。
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この「獣」とは、同じヨハネが書簡の中で語っている反キリストのことである（1 ヨハネ 2:22
／ 2 ヨハネ 7）。その正体の啓示こそが、黙示録の「封印された小さな書」を開く鍵である。
なぜなら、そこから推論することで、黙示録のすべての象徴が説明されるからである。
これらのページの著者は、主イエスからこの鍵を託された司祭である。このメッセージの啓示
は、獣に仕える多くのレバノンのキリスト教徒司教、司祭、信徒からの陰湿な迫害と脅迫を招
いた。その手口に惑わされ、その力を恐れた彼らは、獣に仕えた。そうすることで、彼らは自
らの崇高な使命を犠牲にし、イエスに捧げるべき証しを裏切ったのである（マタイ 24:10-12）。
黙示録的なメッセージの伝達者は、教会が「獣」に味方したことを受け、教会から距離を置
かざるを得なかった。イエスの使徒ペトロも、彼に先立ち、「人よりも神に従う」ために、会
堂に対して同様の行動をとらなければならなかった（使徒言行録 5:27-29）。
これは、その司祭と彼のメッセージを信じた人々にとって、道徳的な解放であり、霊的な回
復であった。彼らは、イエスが命じられたように、「何が正しいかを自ら判断した」（ルカ
12:56-57）。この霊的解放の先駆者たちは、様々な宗教や背景から集まった。彼らは、終末の
メッセージに対する揺るぎない信仰と、互いの間に満ちる愛と一致によって、ペテロが預言
した「万民の回復」（使徒言行録 3:20-21）を引き起こした。
この解放により、彼らは自立した信者となり、真のメシアであるナザレのイエスの真の証人
となった。
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2. 鍵となる謎
『ヨハネの黙示録』には一つの謎が含まれている。第 13 章で、ある神秘的な「獣」が言及され
ている。「私は、海から七つの頭と十本の角を持つ獣が現れるのを見た......」（聖ヨハネ）。
この獣とは誰なのか？　これこそが、黙示録における主要な謎である。人々はこれを特定する
よう求められている。賢く知恵ある者だけがそれを成し遂げることができる（黙示録 13:18）：

「ここに知恵が必要だ。賢い者は、獣の数字を計算せよ。それは人の数字であり、その
数字は 666 である。」

この主要な謎こそが、すべての黙示録的謎の鍵である。これを解き明かすことで、他のすべ
ての象徴が明らか
になる。「黙示録」はギリシャ語の「アポカリプセ」に由来する。ギリシャ語で書かれたこの
書は、この言葉から始まるため、その名が付けられた。ギリシャ語で「カリプセ」は、覆う、
覆い隠す、あるいは隠すという意味である。それに対して「アポカリプセ」とは、隠されたも
のを明らかにし、その正体を暴き、あるいは啓示することを意味する。
黙示録の中で隠され、覆い隠されているのは、まさに「獣」の正体である。西暦 95 年に聖ヨ
ハネに黙示録が啓示されて以来、20 世紀にわたり、多くの人々がその謎を解き明かそうと試
みてきました。しかし、これらすべての人間の努力は徒労に終わりました。ついに 1970 年
5 月 13 日、イエスご自身がこの黙示録の謎を解き明かされました。それ以前、ある人々は
「獣」がローマ帝国を表すと考え、ある人々は悪魔と見なし、またある人々は共産主義、ヒト
ラー、あるいは原子爆弾と解釈しましたが、これらの説明はいずれも、黙示録が「獣」につい
て述べている描写とは一致しません。この「獣」の正体を解き明かすことのできる人間はい
ない。『ヨハネの黙示録』そのものが、「天にも地にも」いかなる存在も、自らの力によって
その謎を解き明かすことはできず、その力を持つのはイエスだけであると教えている。実際、
聖ヨハネは第 5 章 1～5 節で次のように述べている。

「私は、御座に着いておられる方（神）の右の手の中に、七つの封印で封じられた（完
全に秘められた）書物があるのを見た。すると、力強い御使いが、大声で叫んで言っ
た。『この書物を開き、その封印を解くにふさわしい者は誰か。しかし、天にも、地に
も、地の底にも、その書を開いて読む（理解する）ことのできる者は、だれもいなかっ
た。そこで私（ヨハネ）は、その書を開いて読むにふさわしい（能力のある）者が見当
たらないことを深く嘆き、激しく泣いた（二十世紀の間、誰も黙示録を解き明かすこ
とができなかった）。すると、長老の一人が私に言った。「泣いてはいけない。ユダの
部族の獅子、ダビデの子（イエス）が勝利を収めた。だから、彼は七つの封印のあるそ
の書を開く（解き明かす）のだ。」

したがって、黙示録の秘密を明かすことができるのはイエスだけである。それゆえ、この書
は七つの封印で封じられている。預言的な言葉において、数字の七は完全さを表す。これは、
その秘密が完全に守られていることを意味する（イザヤ書 29 章 11 節参照）。
書のページは「表裏」に記されている。これは、誰も何かを書き加えることを許されず、そう
すれば永遠の罰を受けると警告しているのだ。

「わたしはこの書の預言の言葉を聞く者すべてに告げる。もし誰かがこの書に付け加え
るなら、神はこの書に記されているすべての災いをその者に下される。また、もし誰
かがこの預言の書から言葉を削るなら、神はこの書に記されている命の木と聖なる都
から、その者の分け前を削り取られる。」（黙示録 22 章 18-19 節）

それゆえ、この聖なる書は七つの封印で封じられている。キリスト以外の誰も、これに手を
触れることはできないからである。
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黙示録はさらに、重要な事実を伝えている。すなわち、イエスがこの書を開き、つまりその
秘密を特別な使者に明らかにして、その意味を解き明かすのである。聖ヨハネは、この人物
が「開かれた小さな書」を手にした「天使」の姿でこの世に来るのを目撃している。ヨハネは
こう述べている。「私は、力強い御使いが天から下って来るのを見た...... その手には、開かれ
た小さな書物を持っていた」（黙示録 10:1-2）。この「開かれた小さな書物」とは、かつて「七
つの封印」で封じられ、神が閉じたままにしておられた書物である。しかし今や、それは「御
使い」の手の中で「開かれた」状態にある。それは、その内容が解き明かされ、人間の知性に
よって理解できるようになったからである。実際、黙示録という書物は、一冊の「小さな書」
に過ぎない。「天から下る」という言葉は、その書物の解説が天から下ってくることを意味し
ている。
預言的な言葉における「天使」という言葉は、使者を意味する。したがって、それは人間のこ
とである。このように、イエスは黙示録の中で、ヨハネに対し、七つの教会の指導者たち彼
らはあくまで人間であるに次のような言葉でメッセージを送るよう求めている。「エフェソの
教会の天使に書き送れ......（黙示録 2:1）......『スミルナの教会の御使いに書き送れ...』」（黙示
録 2:8）。これらの「御使い」は人間である。
イエスは黙示録を解き明かすために御使いを遣わされた。「わたし、イエスは、教会のことに
関するこれらの啓示をあなたがたのところに告げ知らせるために、わたしの御使い（使者）を
遣わした」（黙示録 22:16）。したがって、黙示録の使者は二人いる。聖ヨハネと、後に遣わさ
れた「天使」である。
ヨハネは、理解しがたい象徴によって黙示録のメッセージを受け取ったが、主は彼に、それ
らを解き明かさないよう明確に命じた。「七つの雷（黙示録の言葉）の言葉を秘密にしておき、
それを書き記してはならない（説明してはならない）」（黙示録 10 章 4 節）。それから 20 世紀
後、獣が現れた時、イエスもまた黙示録を解き明かすために現れ、その謎を公表するようと
いう明確な反対の命令を携えて、第二の使者を遣わした。

「この書の預言の言葉を隠してはならない。時（キリストの再臨）が近づいているから
である（獣はすでに現れている）」（黙示録 22 章 10 節）

したがって、私の良心に基づく義務は、このメッセージを公表するに至った理由を忠実に伝
え、公にすることである。
助言
この文章を読むだけでは不十分であり、好意的に、あるいは批判的にコメントするだけでは
不十分である。『ヨハネの黙示録』の本文に立ち返る必要がある。それは短い書物であり、読
むのに時間はかからない...... そして、明白な事実と真理に対して心を開いて、何度も読み返
すべきである。
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3. イエスが謎を明らかにされた経緯
1970 年 5 月 13 日、イエスはベイルート（レバノン）に現れ、私に「獣」の正体を明かされま
した。しかし、この幻視に先立ち、長年にわたり、数多くの幻視がこの衝撃的な啓示への準
備となっていました。その中でも特に重要なものを以下に挙げます。
1968 年、イエスは私に現れ、こう尋ねられました。
「『あなたに、多くの敵を招く秘密を明かそうと思う。私のために、それを受け入れるか？』」私
は思わず「はい」と答えました。イエスは私を温かく抱きしめてから、姿を消しました。
数ヶ月後、イエスは再び現れ、こう続けました
。「しかしその前に、あなたが狂信者かどうか知りたい。」その瞬間、私はどう答えればよい
か分かりませんでした。ようやく、私はたどたどしくこう答えました。「もし、狂信的である
ということが、あなたを盲目的に信じることを意味するなら、私はそうではありません。私
はなぜあなたを信じるのかを知っています。私は、そのことを十分に理解した上で、あなた
に従っているのです」。彼は私をじっと見つめ、何も答えず、そして姿を消しました。
しかし、数年後、イエスが特に言及していたのは、イスラム教やイスラム教徒に対するキリ
スト教徒の狂信的な態度だったのだと理解した。
数ヶ月後、イエスは私にこう言われた
。「顔に十字を切る者の多くは、私の聖書の預言を拒むだろう。彼らは聖書を信じているふり
をしているが、実際には全く顧みない。そして、お前は彼らの仮面を剥ぎ取るだろう」。私は
その場では、イエスが何を言わんとしているのか理解できなかった。
1969 年 4 月 28 日、主は私にこう言われた
。「彼らにこう告げよ。『聖なる、聖なる、聖なる主、全能の神よ。主の御名によって来られる
方、祝福あれ』と言う者は、その魂の中に、真理を啓示してくださる方を見るだろう」（イザ
ヤ書 6 章 3 節およびマタイによる福音書 21 章 9 節参照）。
1969 年 5 月 4 日、私はレバノン南部のシドン近郊にある聖救主修道院にいました。その時、
昼寝の間に次のような幻を見ました。聖書は黙示録第 10 章が開かれており、次の節がフラン
ス語で鮮明に浮かび上がっていました：

「あなたは、再び、多くの民、国、言語、王たちに対して預言しなければならない。」（黙
示録 10 章 11 節）

「再び」という言葉が大文字で現れ、まるで私の鼓動と連動しているかのように、その拍動に
合わせてリズミカルにきらめいていました。すると、力強い光の右腕が現れ、人差し指で私
の胸を指し示し、非常に力強い声がアラビア語で私にこう告げました。「この使命は、あなた
に託されたのだ！」その瞬間、電話の呼び出し音が聞こえた。その声は私に言った。「その電
話は君へのものだ。ベイルートから電話がかかってきている。これが、私が君に話しかけて
いるというしるしだと受け取れ。」私は立ち上がって電話に出ようとはしなかった。私はこの
修道院の客であったため、電話に出るのは修道士たちの役目だったからだ。そして電話は長
い間鳴り続けた。
私は『ヨハネの黙示録』について何も知らなかった。ずっと昔に二度読んだことはあったが、
何も理解できなかったからだ。その内容は何一つ記憶に残っておらず、私を惹きつけるもの
でもなかった。それを解き明かすのは他の学者たちの役目だった。私は旧約聖書、メシアに関
する預言、福音書、そしてそこに記されているイエスの明快な言葉だけで十分だった。多く
の人々、司祭たちでさえもそうであるように、私も『ヨハネの黙示録』には惹かれなかった。
そこには不可解な象徴が散りばめられており、それが多くの読者を萎えさせてしまうからだ。
それにもかかわらず、この幻視は私を深く動揺させた。私はすぐに聖書を開き、『ヨハネの黙
示録』の第 10 章に目を通した。ビジョンで見たのと同じ箇所にその聖句が見つかり、深く
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感動しました。ただ、「再び」という言葉が大文字で書かれていなかった点が違いました。私
は何を考えればよいのか分かりませんでした。「もしかすると、私が重要な人物だと信じ込ま
せようとしているのは悪魔なのかもしれない」と自分に言い聞かせました。私は恐怖を感じ、
ロザリオを手に取り、聖母にこう祈った。「あなたは私の母です。私を照らしてください」。そ
して、ロザリオを唱えるために庭へと駆け出した。庭への門をくぐる際、門番が私に声をか
けた。「神父様、どこにおられたのですか？なぜ電話に出られなかったのですか？ベイルート
からのお問い合わせでした」。その声に驚いて、私は「私ではなく、ある修道士が出なければ
ならない」と説明した。門番のこの介入は、私の困惑をさらに深めた。それはまたしても、天
からの介入を示す明白な「しるし」だった。
当時、私はなぜ「再び...... に対して預言しなければならない」のか理解できなかった。この
幻視は、私がこの小さな書物と深く関わる最初のきっかけとなった。しかし、それによって
私はその書物から距離を置き、無視しようと決心した。
1970 年 4 月 19 日、イエスは私にこう尋ねた
。「なぜ私は、私たちの母であるマリアを、他の場所ではなくファティマに現れるように遣わ
したのか？もし知恵があるなら、答えてみよ」。
私は当惑し、どう答えればよいか分からなかった。しばらく考えた後、私はおずおずと「分
かりません」と告白した。
するとイエスは優しくこう続けた。「もう一度考えてみなさい」。私が答えを探してもがいて
いるのを見て、イエスは微笑みながらこう言われた。「彼女に洗礼を授けるためだ」
。「ファティマに洗礼を授ける！？それは預言者ムハンマドの娘の名前だ。もしかして、イス
ラム教徒の改宗のことだろうか？」
と私は考えた。「ファティマ」はポルトガルの村の名前であり、1917 年に聖母マリアが現れ、
今日まで秘密とされてきた重要なメッセージを伝えた場所である。教皇たちによって明らか
にされていないこの「ファティマの秘密」と、黙示録の秘密は同一のものだ。2000 年の夏、
教皇ヨハネ・パウロ 2 世はその内容を明らかにすると主張したが、実際に「明らかにされた」
内容は、当然ながら霊能者たちを納得させるものではなかった。
この村の名は、12 世紀、ポルトガルとスペインにおけるキリスト教徒による「レコンキスタ
（再征服）」の最中に、ポルトガルで洗礼を受けたイスラム教のエミールの娘「ファティマ」に
由来する。結婚後まもなく亡くなった彼女の夫であるキリスト教徒のゴンサロ・エルミンゲ
ス王子は、聖母マリアが現れることを選んだこの村に、彼女の名前を冠した。したがって、こ
の村は重要な洗礼の象徴である。ファティマは預言者ムハンマドの娘の名前でもある。彼女
はシーア派から特に崇敬されており、彼らは彼女を「シーア派ムスリムの母」と見なしてい
る。したがって、ファティマは、黙示録の獣に対する正当な戦いによって神に愛されている
ムスリム、特にシーア派を象徴している。この戦いを通じて、ムスリムの象徴であるファテ
ィマの洗礼が成し遂げられる。私たちの母マリアがファティマに現れたのは、獣に対するム
スリムの闘いが天から祝福されていることを全世界に理解させるためである。キリスト教徒
自身も、救われるためにはこの洗礼を受けなければならない。
その後、聖母は私に現れてこう言われた。「わが子よ、コーランを通して彼らを私のもとに連
れてきなさい」。これがきっかけとなり、ずっと後になって、私は著書『信仰の眼差しで見る
コーラン』を執筆することになった。
1970 年 5 月 12 日、ベイルートの私の部屋のバルコニーの扉のところで、イエスが私に現れ
ました。私はベッドに横たわっていました。イエスは、胸を張り、頭を高く掲げ、怒りの眼差
しをレバノン南部に向けて、アラビア語でこう言われました。「おまえの忌まわしい行いを、
私は黙ってはいない、おお、イスラエルよ！」
1970 年 5 月 13 日、イエスはついに予告されていた秘密を次のように私に明かされました。
夜明けに目を覚ますと、私は、輝く白い大理石から彫り出されたような「光の人」として、私
のベッドの枕元に立っておられるイエスを見ました。深い平安、確信、そして無敵の力がイ
エスから発せられていました。
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イエスの御姿

主は、私を通して全世界に向けてこう語られた。「今日は 5 月 13 日、ファティマで（1917 年
に）聖母が現れた日だ。黙示録の第 13 章を開け。獣とはイスラエルである！」。
主は、このように黙示録の謎の鍵を私に託すと、すぐに姿を消された。私は一人きりであり、
この衝撃的な啓示を前にして孤独を感じていた...... 何しろ私は親イスラエル派だったのだか
ら！
「獣とはイスラエルだ」？！...... 神よ、なんと恐ろしい御言葉だろう！！
イエスが語っている間、地獄のような騒音がそのメッセージを妨害しようとしていたが、そ
れでもその言葉はささやきのように私の耳に染み込んでいった。しかし、その悪魔的な妨害
は突然止み、私ははっきりと明瞭にこう聞くことができた。「黙示録の第 13 章を開け。獣と
はイスラエルだ」。この幻はわずか 1 分ほどしか続かなかったが、私の人生を根底から覆し
た...... かつてダマスコへの道でパウロが経験したように（使徒行伝 9 章）。
幻を見た後、私は呆然として立ち上がり、聖書の『ヨハネの黙示録』第 13 章を開いた。私は
そこに「獣」が書かれていないことを願っていた。何しろ私はイスラエルに好感を抱いてい
たからだ。イスラエルを、イスラム教徒からキリスト教徒を守る救い主だと考えていたのだ。
ところが、実際に「七つの頭と十本の角を持つ獣」が記されているのを見て、私は衝撃を受け
た。その獣は「大きな権威」を与えられ......「致命的な傷を負っていたが、その致命的な傷は
癒やされていた。そこで、全世界は驚嘆して、その獣に従った」（黙示録 13:3）。人々は、誰も
その獣に敵う者はいないと判断した。「獣に匹敵する者は誰か。また、誰がそれに立ち向かえ
るだろうか？」（黙示録 13:4）。神に選ばれた者たち、すなわち「屠られた小羊（イエス）のい
のちの書にその名が記されている者たち」（黙示録 13:8）だけが、この獣と戦うのである。私
は、イスラエルがこの計り知れない力を持っていること、そして問題の「致命的な打撃」と
は、西暦 70 年のエルサレム破壊、そして明らかにヒトラーによる犯罪を指していることを
はっきりと理解した。大多数の人々私もその一人であったは、実際にイスラエルに魅了され、
この国家に立ち向かえる者はいないと考えている。ファティマの子供たちだけがこれに抵抗
している。
さらに同じ章を読み進めると、「もう一匹の獣...... 最初の獣に仕え、至る所にその帝国を築き
上げ、地とその住民を、致命的な傷が癒やされた最初の獣を礼拝させる......そして、獣の名で
刻印されていない者は、誰も何も買ったり売ったりすることができない」（黙示録 13 章 11-17
節）。そこで私は、最初の獣がイスラエルであるならば、それを支える第二の獣は、イスラエ
ルを保護し武装させている米国に他ならないと推論した。さらに、私が「招くことになる敵」
とは誰なのか、また「私が再び預言しなければならない、諸国民、諸民族、諸言語、諸王の
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第一の獣に仕える第二の獣

群れ」とは誰なのかも理解した。なぜなら、イスラエルに対する証言は、かつて預言者たち
やイエスがそうしていたような形では、今日ではもはやなされていないからである（例えば、
イザヤ書 1 章 2-4 節／エレミヤ書 2 章 26-37 節／ミカ 3:9-12 ／マタイ 23:33-37 ／ヨハネ 8:44
を参照）。
これらの詳細を前に、私は呆然とした。メッセージの現実味とその重要性を感じ取った。恐
怖が私を襲った。しかし、なぜ私だけがこれらすべてを受け取らなければならないのか？私
はそのような敵の前では無力なのだ！この幻視と聖書の朗読の後、私はまるで沈黙の世界に
孤立したかのように感じた。重苦しい雰囲気が私の上に降りかかった。私は、深く、そして
ひたすらに祈る必要を感じた。
その時、私の心の中で葛藤が繰り広げられた。「私は司祭であり、その立場上、政治に関与す
べきではない」と私は考えた。しかし一方で、イスラエルという現象は単なる政治問題では
ないと気づきました。なぜなら、イスラエルはイエスを真の唯一のメシアとして認めようと
せず、また、最初の契約が破られたにもかかわらず（エレミヤ 31:31-33）、パレスチナが依然
としてユダヤ人にとっての約束の地であるという口実のもと、パレスチナに対する神聖な権
利を主張し続けているからです。
そこで私は、イスラエルにパレスチナに対するいかなる聖書的な権利も認めることは、イエ
スを裏切ることに他ならず、その霊的かつ普遍的なメシア性を否定する証言に等しいと理解
した。つまり、この問題は紛れもなく霊的な次元のものであった。獣を見抜くには、識別力
と繊細さが必要だった。「ここに知恵がある。知恵のある者は、獣の数を計算せよ。それは人
の数である。その数は 666 である」と、黙示録（13 章 18 節）は述べている。
こうした考えのすべてが、私が直面せねばならない、強力かつ危険な反対の潮流ゆえに、私
を大いに困惑させた。その時、私は、これこそがイエスが私に明かそうとしていた秘密であ
り、それが私に敵を引き寄せることになるのだと理解した。
心の中で、私は再びイエスが私に問いかけるのを聞いた。「私のために、あなたは受け入れる
か？」そこで私は、今度は「なぜ私が再び、多くの民、国、言語、王たちに対して預言しなけ
ればならないのか」をしっかりと理解した上で、その受け入れを改めて確認した。
私の周囲の人々、私が心を開いていた自分の家族さえも、私に立ち向かってきた。とりわけ、
最も身近で、最も愛していた人々であった。これはイエスの警告を裏付けるものであり、使
徒たちに言われた「人は自分の家族を敵に回すことになる」（マタイ 10:36）という御言葉を
深く考えさせられた。
私は、これらの困難が長い闘いの始まりに過ぎないとは知らなかった。実際、1970 年 5 月 15
日に主がアラビア語で私に語られたことを明かしたとき、私に対する憎しみはさらに高まっ
た。「パレスチナ人の血で手を汚すことのないよう気をつけなさい。私と彼は一つである。私
も彼も、イスラエル人に拒絶されているのだから」。
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パレスチナのフェダイーン �� イスマイル・シャムート

そして、ある男を御自身の方へ引き寄せながら、主は私にこう言われた。「この似通ったとこ
ろが見えないのか？」。確かに、二人の顔は完璧に似ていた。
それ以来、私はこの新たな光に導かれ、新たな関心を持って『ヨハネの黙示録』を何度も読
み返した。読み進め、繰り返し読むにつれて、神秘的な象徴が次々と明らかになっていった。
こうして私は、とりわけ、驚きを禁じ得ずに、今日のイエスの「新しい名」が「パレスチナ
人」であることを理解した。「勝利者......『わたしは、わたしの神の御名と、わたしが持って
いる新しい名を、その人の額に刻む』とイエスは言われている（黙示録 3:12）。そしてこれは、
キリスト教徒や宗教指導者たちを含む、「多くの民、国、言語、王たち」にとって、大きなス
キャンダルとなるのである！
その年のペンテコステの日曜日、5 月 17 日、私は教区のパレスチナ人信徒たちから、パレス
チナ人画家イスマイル・シャムートの展覧会に招待された。当時、パレスチナの世界につい
て全く無知だった私は、その世界への第一歩を踏み出すために、その招待を受け入れた。そ
こで、ある一枚の絵に強く心を打たれた。誇り高く力強い顔立ちのパレスチナ人フェダイー
ンが、広くて裸の胸を露わにし、純粋さと正義に燃える眼差しで、誇りと怒りを込めて立っ
ている。両手は背中で縛られ、光が彼の顔と胸に反射している。彼はイスラエル兵たちに囲
まれている。兵士たちは彼の周囲の影の中に立ち、怯えたように彼に向けて銃口を向けてい
る。彼らの様子は卑屈に見える。
この絵にはすべてが逆説的だ。彼は囚人でありながら勝利者であり、彼らは勝利を確信して
いるが敗北したように見え、彼は裁判官であり、彼らは被告である。私はその男をじっと見
つめた。それは、私のバルコニーで南の方角を怒りを込めて見つめ、イスラエルを威嚇して
いたイエスの顔そのものだった。それはまた、二日前、イエスの顔のすぐそばで見た、彼と
そっくりな顔でもあった。そして、その瞬間、私は主の声を聞いた。
「そして、私もまた、大祭司の前に立ち、彼が私に挑むように『お前は本当にメシア、神の子
なのか』と問いかけた時、そのように立っていたのだ。この絵のように、力強く確信を持って
『そうだ』と答えると、彼は仲間たちと共に怒りで顔を赤らめ、彼らは私を死刑に処したのだ」
。私はすぐに、この絵についてもっと詳しく知りたくなった。画家は私にこう言った。「この
男は、投獄された最初の『フェダイーン』であるマフムード・ヘジャジだ。彼は現在もパレ
スチナで、イスラエルの牢獄に囚われている」
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。2 年後、私は解放されたばかりのマフムードに会う恵みにあずかった。私たちは温かく抱き
合った。それは、私が迫害を代償として秘密の啓示を受け入れた時、主が私を抱きしめてく
ださったあの愛情深い抱擁を思い出させた。
再び、1970 年 5 月 20 日、イエスは私にこう言われた。
「そう、パレスチナ人はつまずきの石なのだ」。
それまで私はパレスチナの悲劇に対して全く無関心だったが、その時から私の関心は呼び覚
まされ、この民をより深く知り、彼らの胸を裂くような叫びの深い意味を理解しようと努め
た。こうして私は、彼らに加えられた大きな不正、そしてそれが彼らをイエスと同一視させ
るゆえに、ありのままの彼らを愛することを学んだ。
他にも多くの神の導きにより、私は今日、明らかにするよう召されている黙示録的なメッセ
ージを理解することができた。ここに述べたことは、事実に関する正確な情報を求める善意
の人々にとっては十分であろう。こうして、私は読者が、イエスによって啓示された通りの
霊的な状況を理解できるよう一助となれることを願っている。それは、人間や共犯者である
メディアの視点に基づいて政治的に解釈することではない。
こうして、私に「黙示録の鍵」が授けられたのである。私は今日、長い間謎に包まれてきたこ
の「小さな書」を解き明かすよう召されています。また、黙示録が言うように、「知恵と理解
力」（黙示録 13 章 18 節）を持ってこそ、この極めて明快かつ単純な神の啓示を受け入れるこ
とができるのです。また、信仰と、真理と正義への愛、そして「多くの民、国、言語、王た
ち」による親イスラエル的な政治の流れに逆らう勇気も必要である。
この「鍵」によって、ようやく「小さな書の七つの封印」を開き、黙示録の象徴性をすべて理
解することができる。黙示録が予告した時が到来したため、イエスは、あらゆる人種や宗教
の誠実な人々、そしてユダヤ人自身をも、イスラエルの呪縛から救うために、その神秘を明
らかにされた。
最後に、遅かれ早かれ誰もが認めざるを得なくなるであろう、二つの点を指摘しておくこと
が重要である。

1.『黙示録』というこの難解な書物は、曖昧なままで理解されないままにしておくために与
えられたのではない。そうであれば、その実用的かつ救いをもたらす有用性は見出せない
だろう。

2. この聖なる小さな書の解釈は、純粋に人間的な業であってはならず、その象徴性が与えら
れたのと同じ手段、すなわち神の啓示（黙示録 5:1-5）によってのみ、私たちに伝えられる
ものである。この事実は後述する。

それゆえ、私は『黙示録』について、また別の個人的な解釈を提示する者の一人に見なされ
ることを望まない。私に求められているのは、神の啓示の伝達者であり、忠実な証人となる
ことである。
最後に、イエスは私に、かつて預言者エゼキエルに語られた言葉を告げられた。

「語れ。そして、これらのことをわたしの民に告げよ。彼らがあなたに耳を傾けようが、
傾けまいが、あなたは語れ。」（エゼキエル書 2 章）。
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4. 本書の概要
『黙示録』には、イスラエルの再臨と最終的な滅亡に関する預言が記されている。この国家は
二度と現れることはない。その時代は終わりを告げるのだ。イエスが「異邦人の時代の終わ
り」（ルカ 21:24）と呼ぶのは、反キリストの時代の終わりを意味し、聖パウロによれば、「不
敬虔の秘密が働いている」状態の終わりを意味する（テサロニケの信徒への手紙二 2:7-8）の
終わりを意味します。イエスがヨハネに黙示録を啓示されたのは、ご自身の民に警告するた
めでした。今日の「ご自身の民」とは、それを信じる人々です。実際、この書は次のように始
まっています：

「イエス・キリストの啓示（黙示録）。神は、まもなく起こるべきことを御自分の僕たち
（信者たち）に示すために、これを（イエスに）与えられた。イエスは御自分の天使を
遣わし、御自分の僕ヨハネにこれを知らせた（黙示録 1:1）⋯⋯
これらの預言の言葉を読み、聞く者たちは、その内容を心に留めるなら幸いである。時
が近づいているからである。」（黙示録 1:3）

多くのクリスチャンと同様、聖ヨハネも西暦 95 年、ドミティアヌス帝によってパトモス島へ
追放された。彼が数々の黙示録的な幻を受けたのは、この島であった。

「わたし、ヨハネは⋯⋯神の言葉とイエスの証しのゆえに、パトモス島にいた。」（黙示
録 1:9）

彼は、キリストからその幻を本に書き記すよう命じられたことを二度明らかにしている。「あ
なたの幻を本に書き記し、七つの教会に送れ......」（黙示録 1:11）。「だから、あなたの幻、すな
わち、今あることと、後に起こることを書き記せ」（黙示録 1:19）。ヨハネが書いたこの書こ
そが『黙示録』である。ここには二つの時代があることに留意しなければならない。「現在」、
そして「後に起こるべきこと」である。第二の時代は、未来のある特定の時期に関するもの
である。それは私たちの時代である。
このように、22 章から成るこの書は、二つの明確に区別される部分に分かれている。第一部
はヨハネの時代、「現在」に関するものであり、第二部は未来の時代、「後に起こるべきこと」
に関するものである。第二の黙示録の使者、すなわち黙示録の天使（黙示録 10:1-2）の使命
は、この第二の時代、「未来」に関する預言を解き明かすことにある。それは今や成就し、現
実のものとなっている。
4.1 第一部
これは第 1 章から第 3 章までで構成され、ヨハネによって設立された小アジア（トルコ）の
主要な七つの教会に向けられています。そこには信仰への勧告が含まれています。
この第一部は、第二部とは対照的に、よく構成されています。そこには、論理的な流れがあ
り、整然としており、かなり理解しやすいものとなっています。これら 3 章については、本
研究の主旨ではないため、ここでは詳しく触れない。
4.2 第二部
第 4 章から第 22 章までである。これは第一部とは明らかに異なり、次のように始まる。「そ
の後、私は次のような幻を見た。天の門が開き、声が...... 私に言った。『ここに上って来なさ
い。これから起こることをあなたに見せてあげよう』」（黙示録 4:1）。つまり、これは黙示録 1
章 19 節ですでに言及されている未来の出来事である。
第二部の各章は、第一部と同様に、あらゆる時代や場所に適用され、悪との戦い一般につい
て語っているのだと考える者もいる。しかし、そうではない。神はヨハネの後の特定の時代
と、パレスチナという極めて明確な場所を指定しておられるからである。以下の聖句がそれ
を示している：
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特別な時と、まさにその場所
1. 「イエス・キリストの啓示。神は、まもなく起こるべきことを御自分の僕たちに示すため
に、これを彼に与えられた。」（黙示録 1:1）
2. 「あなたの見た幻、すなわち、今起こっていること、そしてこれから起こるべきこと（獣
の再来）を書き記しなさい。」（黙示録 1:19）
3. 「ここに上って来なさい。これから起こるべきこと（再び獣の再来）をあなたに見せてあ
げよう。」（黙示録 4:1）
4. 「巨大な鎖を手にした天使（イエス）が...... 悪魔、すなわちサタンを制し、千年の間、鎖で
縛り...... 千年の終わりまで深淵に閉じ込めた。その後、彼はしばらくの間、解き放たれるこ
とになる。」（黙示録 20:1-3）「千年の期間が過ぎると、牢獄から解き放たれたサタンは、諸国
民を惑わしに行く。」（黙示録 20 章 7 節）
5. 「その獣はかつて存在したが、今は存在しない。それは深淵から再び現れるが、滅びへと
向かうためである。」（黙示録 17 章 8 節）
ここで 3 つの重要な点が確認できる：

•「獣」は、黙示録が書かれる以前の過去（「かつていた」）に存在していた。これは、共産主
義にも、イスラム教にも、ヒトラーにも、あるいは核兵器にも当てはまらない。

•「獣」はヨハネの時代にはもはや存在していなかった（「もはや存在しない」）。したがって、
それは常に存在する「悪」一般を象徴しているとは言えないし、一部の聖書注解者が主張
するようにローマ帝国を象徴しているとも言えない。なぜなら、その帝国は 95 年時点で
はまだ存在していたからである。

• それはヨハネの時代以降に再び現れる。なぜなら、それは「深淵から上って来る」（未来
形）からである。その再出現は、サタンの解放（黙示録 20 章 7 節）と時期を同じくする。
両者とも「深淵」から戻ってくる（黙示録 11 章 7 節／ 20 章 1-3 節）。

6. 「神の怒りを完結させる（獣に対して、その存在を終わらせる）最後の七つの災いを持つ
七人の天使」（黙示録 15:1）
7. 「まだ王権を受けていない十人の王たち。しかし彼らは（未来形）、獣と共に王権を受ける
ことになる」（黙示録 17:12）
8. 「大河ユーフラテス（イラク）に立つ四人の天使。彼らは時と日と月と年を待つ準備がで
きている。」（黙示録 9:15）
これは極めて明確な場所と歴史的瞬間を指している：ユーフラテス川である。これはイラク
に対する国際的な戦争に完全に符合する。実際、ジョージ・W・ブッシュ（父）大統領率い
る米国とその欧州の同盟国は、1990 年にこの国に対し、軍事介入を行うと脅し、期限として
1991 年 1 月 15 日（日）の深夜 0 時（時刻）を定めていた。実際、この脅しは、予告された
日の深夜 0 時を過ぎると直ちに実行に移された。ユーフラテス川流域のこの国に対するこの
国際戦争は、預言的な霊を持つ者たちにとって、疑いようのない黙示録的な兆候である。こ
れは世界史上、唯一、「時、日、月、年」まで（黙示録 9 章 15 節）。これは、耳の聞こえない
者だけが聞き逃すことのない、非常に響き渡る黙示録のラッパである。
この出来事の重要性を強調するため、黙示録はさらに二度目にユーフラテス川に言及してい
る。「第六の天使は、その鉢を大河ユーフラテスに注いだ......」（黙示録 16 章 12 節）。このユ
ーフラテス川の二度目の言及は、2003 年 3 月 19 日にアメリカ合衆国がユーフラテス川流域
のイラクに対して仕掛けた第二次戦争を指している。これら二つの戦争は、同じ名前を持つ
父と息子の二人のアメリカ大統領、ジョージ・W・ブッシュ（父）とジョージ・W・ブッシュ
（息子）によって引き起こされた。
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前者であるジョージ・ブッシュ（父）は、聖ヨハネの時代における「獣に仕えるが、まだ王
国を与えられていなかった 10 人の王」の一人である（黙示録 17 章 12 節）。（これらの「10
人の王」については次の章を参照）。彼の息子、ジョージ・ブッシュ・ジュニア運命的に父と
同じ名前を冠しているは、したがって 11 番目の王であるが、彼は（その中にすでに彼の名前
さえ含まれている）前の 10 人のうちの 1 人でもある。なぜなら、彼が成し遂げようと志すの
は、父の業だからである。したがって、彼は、獣の第八の王が「七人のうちの一人」とされて
いるのと同じ予言的な意味において、この十人の王の一人である。というのも、彼は前の七
人の業を完結させようとしているからである（黙示録 17:10-11）。
9. こうして、イラクに対する第二次戦争は、ユーフラテス川に関する第二の預言（黙示録
9:14 ／ 16:12）を成就するものである。これがハルマゲドンの戦いである（黙示録 16:16）。「東
方の王たち」によるユーフラテス川の渡河は、それが成就した時に理解されるであろう（黙
示録 16:12）。
10. 「預言者たちに啓示を与える主なる神は、まもなく起こるべきことをそのしもべたちに示
すために御使いを遣わされた。見よ、わたしの再臨は近い。」（黙示録 22 章 6-7 節）
これらの出来事が、キリストの再臨の時を示すしるしであることは明らかだ。聞く耳を持つ
者は聞きなさい！
11. 続く三つの聖句は、この世における黙示録的な出来事が本質的に霊的な次元のものであ
ることを示している。それは、キリストとその民と、反キリストとその民との間の究極の戦
いである。この決定的な戦いは、パレスチナ、とりわけエルサレムという特定の地理的場所
で行われる。

「異邦人たちは、聖なる都（エルサレム）を四十二ヶ月の間、踏み荒らす。」（黙示録 11:2）
「⋯深淵から上って来る獣が、彼らと戦って打ち負かし、殺す。そして彼らの死体は、
大いなる都の広場⋯⋯彼らの主もまた十字架につけられたその場所に⋯⋯」（黙示録
11:7-8）（イエスが十字架につけられたのはエルサレムである。）
「千年の期間が過ぎると、牢獄から解き放たれたサタンは、地の四隅の諸国、ゴグとマ
ゴグを惑わし、彼らを戦いのために集める⋯⋯その国（パレスチナ）の全土にわたり、
そして彼らは聖徒たちの宿営、愛する都（エルサレム）を包囲した。」（黙示録 20:7-9）

「獣」とは反キリストのことである
すべての聖書解釈者は、獣がヨハネが語る反キリストであり、パウロが予言した不義の者、す
なわち（キリストの）敵（反キリスト）であることを認めている。彼はキリストの再臨の前日
に現れるはずである。ヨハネはこう述べている。「イエスがキリストであることを否定する者
こそ、偽り者ではないか。それこそが反キリストである」（ヨハネの手紙一 2:22）。
「イエスがキリストである」こと、すなわち神のメシアであることを否定するのは、イスラエ
ル人だけである。イスラム教はこの真理を宣言しており、さらにクルアーンは、イエスが「神
の言葉であり、神の霊」であることを認めている（クルアーン第 3 章『イムラーンの家』45
節）。
パウロはこう言っている。「私たちの主イエス・キリストの来臨（再臨）について...... その前
に、不義の人、滅びの者、敵（反キリスト）が現れなければならない...... 私がまだあなたがた
のそばにいたとき、これらのことを話していたことを覚えておられるだろう」（テサロニケの
信徒への手紙二 2:1-5）。
したがって、終末の時代は、パレスチナ、すなわちエルサレムの中心地において、キリストと
の最終決戦を繰り広げるために反キリストが再び現れることによって認識できる。キリスト
は彼を打ち負かし、反キリストは永遠に消え去る（黙示録 17 章 8 節）。これは、イエスがす
でに使徒たちに終末について明らかにしていたことを裏付けている。「エルサレムが軍勢に包
囲されているのを見たら、その荒廃が間近であることを悟りなさい」（ルカによる福音書 21
章 20 節）。また、それがイエスの再臨の時であることを悟りましょう。
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いちじくの木のたとえにおいて、イエスは、獣が現れるこの時、すなわちご自身の再臨に先
立つ時を認識するよう私たちに求めておられます：

「いちじくの木からこのたとえを学びなさい。その枝が柔らかくなり、葉が生え始める
と、夏が近いことを悟る。同じように、あなたがたも、これらすべて（パレスチナにお
ける『獣』）を見たとき、彼（人の子、イエス）が近く、門の前に来ていることを悟り
なさい」（マタイ 24:32-33）

したがって、これは極めて重要なことです！イエスの再臨の時が来たことを悟るためには、
獣の正体を明らかにしなければなりません。
『ヨハネの黙示録』、裁きの書
『ヨハネの黙示録』は裁きの書である。それは「獣」とその同盟者たちを裁く（黙示録 14:9-11）
が、その正体を暴き、それに立ち向かう者たちには永遠の命を与える。その裁きは次のよう
に描かれている。

「それから、私は、非常に大きな白い御座と、その上に座しておられる方とを見ました
⋯⋯書物（聖書）が開かれ、さらに別の書物（黙示録）、すなわち命の書が開かれまし
た。そして、死者は、それらの書物の内容に基づいて裁かれました。」（黙示録 20:11-12）

これらの「死者」とは、無知という死の闇に沈んでいる全人類を表しており、この世を去っ
てあの世へ旅立った魂たちのことではない。この世において、この開かれた書のメッセージ
を聞き、それを実践する者は皆、霊的な命へと回帰する：「これらの預言の言葉を読む者と聞
く者は、その内容を心に留めるなら、幸いである......」（黙示録 1:3）。かつてイエスも同様の
言葉を語られた。「時が来るそして今、その時が来ている死者が神の子の声を聞き、それを聞
いた者は生きる」（ヨハネ 5:25）。もちろん、これは霊的に生き返ることを意味します。それ
が、黙示録が語る「最初の復活」です（黙示録 20 章 5 節）。「開かれた小さな書」は、それを
聞く者たち、すなわち「御霊が全世界の人々に語られることを聞く耳を持つ者たち」（黙示録
3 章 22 節）に、その命を与えるのです。
このように、最初の書物たちの後に開かれたこの「もう一つの書」こそが、黙示録である。そ
れは閉ざされたままであり、「御座に着いておられる方の御手の中に、七つの封印で封じられ
ていた」（黙示録 5:1）のである。聖書の他の書物たちの後に、私たちの理解のために開かれ
るものであり、理解されるのが最も遅かった書物である。今日、かつて最初の使徒たちに対
してそうであったように、イエスは新たな使徒たちのところに戻り、「聖書の理解のために彼
らの心を開く」ため、とりわけ黙示録についてそうされる（ルカ 24:45）。
なお、「白い玉座に座しておられる方」（黙示録 20章 11節）は、黙示録 5章 1節で閉じたまま
手にしていたこの書を、もはや手に持っていないことに留意すべきである。その理由は、「小
羊（イエス）が、玉座に座しておられる方の右の手からその書を受け取り」（黙示録 5 章 7
節）、（黙示録 5 章 7 節）とあり、先に第 1 項で説明した通り、「開かれた小さな書物」を手に
していた天使（黙示録 10 章 2 節）にそれを手渡したからである。この小さな書物こそが黙示
録であり、その分量は小さいが、知恵においては偉大である。
この「小さな巻物」（黙示録 10 章 2 節）が開かれた瞬間から、世界の審判はすでに始まって
いる。獣、すなわち反キリストに味方する者たちは、たとえキリスト教徒であっても、キリ
ストに敵対する。そして、獣と戦う者たちは、たとえ異教徒であっても、キリストの霊的な
軍勢に加わるのである。神の裁きは、イエスとその者たちの勝利、そして獣とその同盟者た
ちの決定的な敗北によってもたらされる。「その十本の角は、十人の王である...... 彼らは皆、
獣にその力と権威を委ねることに合意している。彼らは小羊と戦いを挑むが、小羊は、その
者たち、すなわち召された者、選ばれた者、忠実な者たちと共に、彼らに打ち勝つ......（黙示
録 17:12-14）...... すると、私は、獣が、地上の王たちとその軍勢と共に集まり、騎手（イエス）
とその軍勢と戦いを交えるのを見た。しかし、獣は、獣に仕えて奇跡を行っていた偽預言者
と共に捕らえられた...... 二人は生きたまま、火の池に投げ込まれた。」（黙示録 19:19-21）。
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このように、対立する二つの陣営があることがわかる。すなわち、獣の陣営と騎士の陣営で
ある。
前者の陣営の主要な登場人物は、竜、獣、十人の王、そして彼らの軍勢である。
後者の陣営の主要な登場人物は、騎士、その軍勢、女、二人の証人、そして天使である。次の
章では、これらの登場人物についてさらに詳しく述べる。
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5. 物語の概要
黙示録的な出来事とその主要人物たちは、象徴的に、また入り混じり、無秩序な形で描かれて
おり、小さな書が開かれる時までその全貌が理解されないようになっています。以下に、主
要人物と物語の概要をまとめます。
5.1 反キリストの同盟者たち
サタン
イエスは、最初の来臨の際に、悪魔を縛り上げました：

「今こそ、この世の裁きの時である。今こそ、この世の支配者は打ち倒される。」とイエ
スは言われた（ヨハネ 12:31）

『ヨハネの黙示録』は、象徴的な千年の後、悪魔が解放されることを予言している：

「私は、ある御使い（イエス）が天から下って来るのを見た⋯⋯彼は竜、すなわちサタ
ンを制し、千年の間、鎖で縛った⋯⋯千年の期間が過ぎると、牢獄から解き放たれた
サタンは、地の四隅の諸国、ゴグとマゴグを惑わし、彼らを戦争のために集める⋯⋯
彼らは全土に押し寄せ⋯⋯愛する都を包囲した。」（黙示録 20 章 1-9 節）

キリストによって縛られていた悪魔は、反キリスト、すなわち「獣」によって深淵から解放
される。その象徴は（ダビデの）星である。黙示録にはこう記されている。

「第五の天使がラッパを吹いた。すると、私は天から地上に落ちた一つの星（堕ちた獣）
を見た。彼には深淵（地獄）の井戸の鍵が渡された。彼がその井戸を開くと、巨大な炉
のような煙が立ち上り、太陽と空気が暗くなった⋯⋯。」（黙示録 9 章 1-2 節）

これはもちろん、正義と真実の太陽のことである。それは地上から消えゆく霊的な光である。
それゆえ、「太陽は黒くなった」（黙示録 6 章 12 節／マタイによる福音書 24 章 29 節）のであ
る。サタンと反キリストの共謀は完璧である。反キリストは悪魔を解き放ち、悪魔はそれに
応じて反キリストを「約束の地」へと連れ戻す。キリストは悪魔との協力を拒絶された。一
方、反キリストはそれを求めている。こうして形成されたサタンの一派は、第二の獣によっ
て支援され、神の明確な御心にかえって、シオニスト王国を樹立するためにパレスチナに定
着させようとしている（サムエル記上 8 章および『イエスの悲劇』のテキストを参照）。
獣
かつて「獣」は存在したが、黙示録が書かれた西暦 95 年にはもはや存在していなかった。ヨ
ハネは、それが未来のある時期に再び現れるが、その後永遠に消え去るのを目撃している：

「私は、海から七つの頭と十本の角を持つ獣が現れるのを見た。その角には十の冠が載
っていた⋯⋯（黙示録 13:1）。その数は 666 である（黙示録 13:18）⋯⋯その獣は、（過
去、95 年以前には）存在したが、（95 年には）もはや存在しない。それは深淵から再
び現れるが、滅びへと向かうためである（黙示録 17:8）⋯⋯二度とそれを見ることは
ない（黙示録 18:21）」。

イスラエルは、かつて（95 年以前）王国として存在し、70 年にティトゥスによって滅ぼされ
たため 95 年にはもはや存在していなかった唯一の国家である。
ソロモンの治世下、この王国は栄光の絶頂に達し、有名なソロモン帝国となった。「ソロモン
のもとに一年間に集められた金の量は、666 タラントであった......」（列王記上 10 章 14 節／
歴代誌下 9 章 13 節）という事実だけでも、そのことは明らかである。「獣」の正体を解き明
かすには、その「数字 666」を、ソロモンの金庫に納められた金の重量（666 タラント）と比
較する必要がある。なぜなら、獣はソロモンの帝国、すなわち「大イスラエル」を再建するこ
とを夢見ており、その「666」という数字がその象徴となっているからである。なお、これは
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666、獣と大イスラエルの象徴

「人の数」である（黙示録 13 章 18 節）。つまり、この獣は人間集団の象徴であることを意味
する。
紀元前 587 年、ネブカドネツァルはユダヤ王国を初めて滅ぼした。その後、この王国は紀元
前 37 年にローマ人によって、ヘロデ大王を王として再建された。イエスは、この第二のイス
ラエル王国の終わりが近いことを予告した。「弟子たちがイエスのところに来て、神殿の建物
について指摘した。しかし、イエスは彼らに答えて言われた。『あなたがたは、これらすべて
を見ているだろう。まことに、あなたがたに告げる。ここには、石一つ残らず、すべて取り壊
される』」（マタイによる福音書 24 章 1-2 節）。実際、イスラエルに王国を再建したローマは、
その約 100 年後、再び王国を滅ぼした。西暦 70 年にエルサレムと神殿を破壊したローマ軍の
将軍ティトゥスは、知らず知らずのうちにキリストの預言を成就させたのである。黙示録は、
獣が三度目に帰還することを予言しているが、それは永遠に滅び去るためである。「もはや二
度と見ることはない」（黙示録 18 章 21 節／ 19 章 19-21 節）。
獣の力
三度目の出現の際、獣は「竜」とその同盟者である「もう一匹の獣」（黙示録 13:11）から授け
られた大いなる力を携えて、この世に戻ってくる。

「竜は、その力と王座と、大きな権威とを、彼に与えた。」（黙示録 13:2）

強調すべきは、獣を支えているのは神ではなくサタンであり、また「地の四隅」からパレス
チナへとその臣民を集めるのも、やはりサタンであるということだ（黙示録 20 章 7-8 節）。

「その後、私は地からもう一匹の獣が現れるのを見た⋯⋯最初の獣に仕え、至る所でそ
の支配を確立した⋯⋯」（黙示録 13:11-17）

「獣の傷」
獣は頭に致命的な傷を負わされたが、その傷は癒やされた。「その頭の一つは致命的な傷を負
わされたが、その致命的な傷は癒やされた」（黙示録 13:3）。
この致命的な傷は、イスラエルが過去に受けた二つの破壊を象徴しており、またヒトラーの
犯罪をも想起させる。預言者エレミヤは、ネブカドネツァルによるエルサレムの破壊の際に、
この表現を用いた。

「わたしの目は涙で溶け、昼も夜も休むことがない。わたしの民の娘に大きな災いが降
りかかり、甚大な傷を負ったからである」（エレミヤ書 14 章 17 節）
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致命的な傷から癒やされた獣は、栄光に満ち、力強く、魅惑的で、その同盟者である「竜」と
「第二の獣」にしっかりと支えられて再び現れる。世界はイスラエルの「復活」を称賛する。
獣の魅惑的な力
世界は、栄光と力を持って再登場した、癒やされたこの獣に感嘆している。誰もが、誰もこ
の獣に立ち向かうことはできないと宣言する。

「そこで、全地は驚嘆して、獣に従った⋯⋯人々は獣の前にひれ伏し、『獣に匹敵する
者は誰か。また、誰がそれに立ち向かえるか』と言った。（黙示録 13:3-4）。⋯⋯世の
初めから命の書にその名が記されていなかった地上の住民は、獣を見て驚嘆するだろ
う。」（黙示録 17:8）

実際、イスラエル国家に打ち勝つなどとは、誰も口に出そうとはしない。この小さな国家の
偉大な力は、様々な重要な分野（軍事、社会、メディア、金融、国際ロビー活動など）に及ん
でいる。これにより、イスラエルは、大多数の人々を威圧し、さらには麻痺させるほどの国
際的な帝国を築き上げている。自発的であれ強制であれ、世界はイスラエルの政策に従って
いる。バチカンでさえ、その権力の前ではこれに反対することも、メシアであるイエスを証
しすることも敢えてしない。誰も、黙示録によって預言された、イスラエルが迎えることに
なる悲劇的な結末を予想していない。
獣の支配期間とその没落
獣には、「四十二ヶ月」という象徴的な期間、勝利を収め、戦争によってパレスチナ全土に勢
力を拡大し、エルサレムを占領した後、突然消え去る権限が与えられている。

「異邦人（獣の臣下たち）は、四十二ヶ月の間、聖なる都（エルサレム）を踏み荒ら
す。」（黙示録 11 章 2 節）

彼らはイエスを拒んだため、「異邦人」と呼ばれている。

「千年の期間が過ぎると、牢獄から解き放たれたサタンは、諸国（すでに言及された異
邦人）を惑わしに行く⋯⋯地の四隅からゴグとマゴグ（異邦人の象徴）を率いて、戦
争（平和『シャローム』ではなく）のために彼らを集める⋯⋯彼らは全土に押し寄せ
（ユダヤ人入植者）、やがて『愛される都』（エルサレム）を包囲した。しかし、天から
火が降りてきて、彼らを焼き尽くした。」（黙示録 20 章 7-9 節）

黙示録 2 章 9 節／ 3 章 9 節によれば偽りのユダヤ人であるシオニストたちは、神ではなくサ
タンに駆り立てられ、世界の四隅からパレスチナへとやって来る。彼らは「約束の地」という
神話に「惑わされ」、そこへ駆けつけるのである。彼らは、平和ではなく戦争によって、その
国の全土に、さらには自分たちの首都と宣言するエルサレムに至るまで、根を下ろした。ヨ
ハネは、「天から下った火」という形で、イスラエル国家の確実かつ突然の滅亡を目撃した。
もう一つの獣（十人の王）
最初の獣の後、聖ヨハネは「もう一つの獣」を見る。それはあらゆる手段を用いて、すべての
国々に最初の獣の帝国を強要し、その確立に努めている。この第二の獣は「偽預言者」とも
呼ばれている（黙示録 19:20）と呼ばれている。なぜなら、それは最初の獣を擁護し、その成
功を誤って預言するからである（真の預言は、それとは逆に、その敗北を予告している）。ま
た、それは最初の獣の頭にある「十の角」によって表されており、これらはその配下にある
「十人の王」を象徴している：

「その後、私は⋯⋯もう一匹の獣⋯⋯を見た。それは最初の獣に仕え、至る所でその支
配を確立し⋯⋯獣の像を礼拝しない者はすべて殺されるようにした。その策略によっ
て⋯⋯獣の名で刻印されていない者は、誰も何も買ったり売ったりすることができな
くなる。」（黙示録 13:11-17）
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「その女は、聖徒たちの血と、イエスの証人たちの血を飲んで酔っていた（黙示録 17:6）」

「その十本の角は、十人の王である。彼らはまだ王権を受けていないが、獣と共に王権
を受けることになる。彼らは皆、自分たちの力と権威を獣に委ねることに同意してい
る。」（黙示録 13:1 ／ 17:3 および 17:12-13）
「しかし、獣は、獣に仕えて奇跡を行っていた偽預言者とともに捕らえられた⋯⋯」（黙
示録 19:20）「⋯⋯こうして、彼らを惑わした悪魔は、燃える硫黄の池に投げ込まれ、獣
と偽預言者と共にそこに投げ込まれた。」（黙示録 20:10）

注目すべきは、これら十人の王が「獣」と同時に現れるという点である。アメリカ合衆国に
よるイスラエルへの無条件の支援は、第二の「獣」の正体を明らかにしている。「十人の王」
とは、1948 年のイスラエル建国以来、トルーマンから十人目であるクリントンに至るまでの、
アメリカ合衆国の十人の大統領のことである：トルーマン、アイゼンハワー、ケネディ、ジ
ョンソン、ニクソン、フォード、カーター、レーガン、ブッシュ（父）、クリントン。
ジョージ・W・ブッシュ・ジュニアは 11 人目であるが、彼と同じ名を持つ父が 10 人の一人
に数えられるため、実質的には前述の 10 人の一人である。
このアメリカの 10 人の王がいなければ、イスラエルは存在することも、存続することもなか
っただろう......
結局のところ、自らの業に失望した「十人の王」（第 11 代であるブッシュ・ジュニアの治世
以降）と、獣そのものが、イスラエルの心臓部である「エルサレム」を攻撃することで、イス
ラエルを滅ぼすことになる。それは一種の自滅となるだろう。「その十の角と獣は、娼婦（エ
ルサレム）を憎むようになる...... 彼らは彼女を火で焼き尽くす」（黙示録 17:16）。それが起こ
った時、私たちは、生けるキリストであるイエスが、どのようにして反キリストを滅ぼすの
かをよりよく理解するだろう。
娼婦とは、「獣の上に座している女」（黙示録 17:3-5）のことである。ヨハネは、「この女は、
地上の王たちを支配する大いなる都（エルサレム）である」（黙示録 17:18）と説明している。
彼女は「10 人の王」を支配し、彼らを通じて他の国家元首とその軍隊をも支配している。ヨ
ハネは、彼女が「三つに分かれた」姿ユダヤ教、キリスト教、イスラム教を目撃し（黙示録
16:19）、それによってシオニストの夢に終止符を打った。
獣と協力する者は、永遠の命の書から永遠に抹消される。選ばれた者とは、獣と戦う者たち
である：

「地のすべての住民、すなわち、世界の初めから、屠られた（十字架につけられた）小羊
（イエス）の書にその名が記されていない者は皆、獣を礼拝する」（黙示録 13 章 8-9 節）
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「痛みに酔いしれるこの父親の腕の中に、イスラエルの暴力の犠牲となったパレスチナの幼
子」（写真：ロイター–L’Orient le Jour - 2004 年 5 月 20 日）

5.2 キリストと連帯する主役たち
「騎手」
黙示録の騎手とは、イエス、すなわち「神の御言葉」である。彼は、反キリスト、黙示録の
獣、そしてその同盟者たちに対して、正義をもって戦いを挑む：

「私は天が開くのを見た。すると、白い馬が現れた。その馬に乗る者は『忠実』かつ『真
実』と呼ばれる。彼は裁きを行い、正義をもって戦いを繰り広げる⋯⋯彼には、彼だ
けが知る名（パレスチナ人）が記されている。彼を包むマントは（獣の殉教者たちの）
血に染まっている。そしてその名は？　神の御言葉。天の軍勢（ヒズボラなど）が白
い馬に乗って彼に従った⋯⋯」（黙示録 19 章 11-16 節）

「彼だけが知っている」という神秘的な名は、イエスが、ご自身と、ご自身が現れようとして
おられる者たちだけが知る新たな姿をとられることを意味している（黙示録 3:12）。こうし
て、彼は「泥棒のように」再臨されるのである（黙示録 3:3、16:15 ／テサロニケ人への手紙
第一 5:2 ／ペトロの手紙第二 3:10）。
「女」
黙示録の中心には、輝かしい女性が現れます：

「天に大きなしるしが現れた。それは一人の女である。太陽が彼女を包み、月は彼女の
足の下にあり、十二の星が彼女の頭に冠をなしている。」（黙示録 12 章 1 節）

この女は、メシアの母であるマリアである：

「その女は、鉄の杖で諸国民を治めるべき男の子（イエス）を産んだ。」（黙示録 12 章 5
節）

悪魔は、その女とその子らに対して戦いを挑む。

「地上に投げ落とされた竜は、その子（イエス）の母である女を追いかけ始めた。（黙示
録 12:13）⋯⋯女に対する憤りに燃え、竜は残りの子ら、すなわち神の命令に従い、イ
エスの証し（獣に対する）を持つ者たちに対して戦いを挑んだ。」（黙示録 12 章 17 節）
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この女、すなわち聖母マリアこそが、1846 年にラ・サレット（フランス）に現れ、聖職者た
ちの裏切りを告発し、10 人の王に支えられた反キリストの近いうちの出現を予告した。彼女
はそこで、獣の到来も予言した（「ラ・サレット」の項を参照）。マリアは 1917 年、ポルトガ
ルのファティマに再び現れ、黙示録的な大災害について世界に警告し、1960 年に秘密を公表
する任務を教皇たちに委ねた。しかし、彼らはそれを決して明かすことはなかった。
教皇ヨハネ・パウロ 2 世は 2000 年の夏にその秘密を明かしたと主張したが、その秘密はバ
チカン・マフィアによって依然として隠蔽されたままである。我々は、この秘密が、反キリ
ストと、バチカン内部へのその浸透について世界に対し警告するものであったと考えている。
聖母はラ・サレットにおいて、反キリストが「ユダヤ系の修道女」（シオニズム）から生ま
れ、「その父は司教である」（イスラエルとキリスト教の協力関係）と明言していた。さらに
聖母は、「ローマは信仰を失い、反キリストの本拠地となる」とも明らかにした。しかし、フ
ァティマの秘密は世界に反キリストの正体を明らかにしている。これこそ、教皇には公表す
る勇気がなかったことである。イエスご自身が 1970 年 5 月 13 日、獣の正体を明らかにする
ことで、その敵の正体を暴かれた。
現代における聖母の御出現は、紛れもない終末の兆しである。
「二人の証人」
神は「二人の証人」を遣わし、獣に対して預言させる。獣は彼らに打ち勝ち、殺すだろう。世
界は彼らの死を喜び、祝うだろう：

「わたしは、わたしの二人の証人を遣わして（獣に対して）預言させる⋯⋯深淵から上
って来る獣は、彼らと戦って打ち負かし、殺す⋯⋯地の住民は、この二人の預言者が
彼らに多くの苦しみを与えていたため、これを喜び、祝う⋯⋯」（黙示録 11 章 3-10 節）

「テロリズム」の罪に問われ、神の二人の証人は全世界から非難を浴びている。この「二人の
証人」とは、獣に抵抗して戦う二つの民、すなわちパレスチナ人と、特に南レバノンのレバ
ノン人のことであり、獣に服従し、協力する者たちではない。この二つの人々のグループは、
黙示録の他の箇所でも言及されている。聖ヨハネは、「神の言葉と、彼らがなした証言（この
証言とはイスラエルに対する抵抗である）のために喉を切られて殺された者たち（パレスチ
ナ人、すなわち第一の証人）の魂」を見る。彼らは神に向かって（心を込めて）大声で叫ん
だ。『聖なる真実なる主よ、いつまで正義を行わず、私たちの血の復讐を遅らせられるのです
か...？』」。神は「彼らに、彼らと同じように殺されるべき奉仕の仲間たちと兄弟たち（レバノ
ン人、第二の証人）が揃うまで、もう少し待て」と答えた（黙示録 6 章 9-11 節）。
この二人の証人は、「彼らの使命の期間中、雨が降らないよう天を閉ざす力を持っている。ま
た、水を血に変える力、そして、彼らの望むだけ何度でも、地を千の災いで打つ力を持って
いる......」（黙示録 11 章 6 節）。
これらの象徴的な聖句の意味は次の通りである：この二人の証人は、軍事行動によって、自
分たちの不利益となるいかなる和平プロセスも阻止する力を持っている（サレットの聖母は
これを「偽りの平和」と呼んでいる）。実際、「天」と「雨」は、獣に対する二人の証人の抵抗
によって阻まれている平和と繁栄を象徴している。
また、「（洗礼の）水を血に変える力」とは、獣に抵抗して流される彼らの血が、イエスへの証
しとなり、それによって水によるのではなく、血による洗礼（ファティマの洗礼）を受ける
に値することを意味する。神は彼らを、イエスと同様に「十字架につけられた」者とさえ見
なしておられる。「深淵から上って来る獣は、彼らと戦って打ち負かし、殺すであろう...... そ
こ（エルサレム）で、彼らの主（キリスト）もまた十字架につけられた場所である」（黙示録
11:7-8）。この血の洗礼によって、彼らはキリストの弟子となる。なぜなら、キリストこそが
彼らの主だからである。
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黙示録の「天使」
天から遣わされたこの「天使」は、第一章で説明されているように、一人の人間である。
獣が現れたとき、イエスはその「天使」に黙示録の神秘を明かされた。そして、その内容を説
明するために、彼を「開かれた小さな書物を手にしたまま」（黙示録 10:1-2）遣わされた。「こ
の書の預言の言葉を隠してはならない。時が近づいているからである」（黙示録 22:10）。
この使者の特徴の一つは、（パトモス島から見て）東方から来ていることであり、したがって
彼は東方人である。実際、ヨハネはこう述べている。「私は、生ける神の印を携えて、東方か
ら上って来る別の御使いを見た......」（黙示録 7:2）。（黙示録 7:2）。
この人物は、メシアが黙示録の書物の神秘を彼に啓示した場所である東方、レバノンから遣
わされ、人々にこの書物の内容を説明するために来ている。「生ける神の印」とは、まさにこ
の「小さな書物」そのものである。このメッセージを信じる者たちは、自動的に「印」を付け
られ、神に選ばれる。この選民の選別は、二つの獣による世界支配に終止符を打つ大宇宙的
大変動（核戦争）の前になされる。

「（天使は）力強い声で叫んだ。『地と海と木々を傷つけるのを待て。われわれが、神の
僕たちの額に印をつけるまで待て。』」（黙示録 7:2-3）

イエスは、ご自身の再臨に先立ち、世界の様相を一変させるこの恐るべき日を、すでに予言
しておられました：

「諸国は恐怖に襲われる⋯⋯人々は、世界に迫る脅威（核兵器が全世界を脅かしている）
を待ちわびて、恐怖のあまり死んでしまうだろう⋯⋯その時、人の子が力と栄光のう
ちに雲に乗って来るのが見えるだろう」と。しかし、イエスはすぐに、生ける神の印を
押されたご自身の民を安心させようと急がれた。「これらのことが起こり始めたら、身
を起こして頭を上げなさい。あなたがたの救いは近づいているからである。」（ルカに
よる福音書 21 章 25-28 節）
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6. 秘匿の理由：封印された預言は、その時期が来れば解き明か
される

『ヨハネの黙示録』が長きにわたり厳重に秘められた書物であり続けたのにはいくつかの理由
があるが、その主たる理由は、そこに記された預言がまだ成就していなかったことである。し
かし、いかなる預言も、それが歴史的に成就して初めて正しく理解されるのである。したが
って、メシアの到来に関する旧約聖書の預言も、イエスの到来後にあって初めてその詳細が
理解されるようになったのである。例えば、メシアが、それを待ち焦がれていた人々自身に
よって殺されるなどとは、誰も予想していなかった。したがって、イザヤ書第 53 章で、メシ
アが自らの民によって殺されると述べられている箇所は、イエスの十字架刑以前には理解不
能であった。
同様に、「獣」に関する終末論的な預言も、全く不明瞭なものでした。その獣が現れた時、キ
リストご自身が介入され、その獣が予告されていた預言を解き明かされたのです。この神の
介入がなければ、これらの預言は永遠に謎のままだったでしょう。
かつて、イエスは復活後、エマオの弟子たちの前に現れ、「モーセの書から始まり、すべて
の預言者を通して、聖書全体において、ご自身に関することを彼らに解き明かされた（ルカ
24:27）...... そこで、イエスは彼らの心を開いて聖書の理解を助け、こう言われた。『キリスト
が苦しみを受け、三日目に死者の中から復活する、と書かれているのは、まさにこのことで
ある......』」（ルカ 24:45-46）。もしイエスがご自身に関する預言を弟子たちに説明されなかっ
たなら、彼らの心そしてもちろん私たちの心もは「聖書の理解」へと開かれることはなかっ
たでしょう。同様に、もしイエスが『ヨハネの黙示録』を説明されなかったなら、この「小さ
な書」は閉ざされたままで、私たちの理解には届かなかったでしょう。
聖書の預言について、聖ペトロは次のように述べています。

「まず第一に、聖書の預言は、決して個人の解釈によるものではないことを知ってくだ
さい。預言は、人間の意志によって生じたものではなく、聖霊に導かれて、人々が神
の御名によって語ったものです。」（ペトロの手紙二 1:20-21）

ここで示される黙示録の解釈は、強調しておかなければなりませんが、「個人的な解釈」では
なく、イエスご自身による神の啓示なのです。1970 年 5 月 13 日以前、黙示録が依然として
不明瞭であったのは、聖霊がまだそれを解き明かしていなかったからである。人々は個人的
な解釈を試みていたが、それは彼ら自身の主導によるものであった。彼らは神から委任を受
けてはいなかった。
黙示録の秘密がこれほど長く解き明かされなかったのには、
二つの要因が寄与している。1. 黙示録の預言はまだ成就していなかった：多くの人々が、こ
れらの預言について、「キリストの御霊がどのような時とどのような状況を指し示していたの
かを探ろうとした」（ペトロの手紙一 1:11）が、その「時」も「状況」もまだ成就していなか
ったため、これらすべての人間の探求は無駄に終わった。1948 年、すなわち「獣」が現れた
年以降、黙示録的な時と状況が世界において明らかになった。そこでキリストは、1970 年 5
月 13 日、「小さな巻物」を開くことによって、
それらの預言的な側面を明らかにするために現れた。2. 黙示録のテキストは、出来事を極め
て複雑な形で提示している。これにより、獣の再臨の後でさえ、そのメッセージは完全に秘
められたままである。もしイエスがその「鍵」を与えなかったならば、黙示録は以下の三つ
の要因により、解読不能なままだったであろう：

1. 出来事と登場人物の入り組んだ関係。
2. 同一の出来事の多様な反復。
3. 同一の現実を表す異なる象徴。
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6.1 入り組んだ構造
出来事と登場人物は入り組んでおり、体系的に、あるいは登場順に並んでいるようには見え
ません。黙示録を読む際、記述された出来事が連続した流れで展開されることを期待しては
いけません。登場人物と出来事の絡み合いがあまりにも激しく、読者は話の筋を見失ってし
まう。例えば、「獣」は、第 11 章 7 節で、まるで読者がその正体を知っているかのように、事
前の説明もなく、突然かつ簡潔に（ほんの数行で）言及されるだけである。そのため、全く目
立たない存在として通り過ぎてしまう。その後、第 13 章と第 17 章で再び長く言及され、そ
こで「獣」は詳細に描かれます。その凶暴な性質、以前の存在、消滅、そして最後に曖昧な場
所で力強く再出現した後、永遠に姿を消すことが強調されます。しかし、これらすべてを理
解するには「鍵」が必要だ。イエスによって明らかにされた説明を通じて、忍耐強く取り組
むことで、黙示録的な「パズル」のピースを一つずつ正しい場所に収めていくことができる。
この「鍵」がなければ、読者はこの書の入り組んだ道筋の中で迷子になってしまうだろう。
6.2 多様な反復
同じ出来事の物語が、異なる形で繰り返される。創世記において、ヨセフによって解釈され
たファラオの二つの夢「七つの穂」の夢と「七頭の雌牛」の夢がまさにその例である。この二
つの夢には同じ解釈がある。すなわち、七年間の豊作の後に七年間の飢饉が訪れることを予
告していたのである。ヨセフはファラオに、「もしその夢が二度繰り返されたのなら、それは
神によってすでに決定されたことであり、神はその成就を待ち望んでおられる」と説明した
（創世記 41:17-32）。
『ヨハネの黙示録』においても、様々な象徴を通じて繰り返しがみられます。なぜなら、神は
再臨の際に「獣」に対して断固として行動を起こし、それを永遠に、一度きりで滅ぼすこと
を固く決心しておられるからです。

1. 出来事の最初の描写は第 4 章から第 8 章 1 節まで続く。主は御座に着き、手にした 7 つ
の封印が施された閉ざされた書物に基づいて人類を裁かれる。第 5 章では、子羊（イエス）
が現れてその書物を受け取ります（黙示録 5:7）、そして第 6 章では、主がその封印を一つ
ずつ解いていきます。四頭の馬（これが「獣」である）が騎手たちと共に現れ、戦争と飢
饉を引き起こします（黙示録 6:1-8）。神の証人たちは、この四人の騎手によって「祭壇の
下」で首を切られて殺されます（黙示録 6:9-11）。ついに、神はこれらの殉教者たちの祈り
を聞き入れ（黙示録 6:9）、獣に対して怒りを示される（黙示録 6:12-17）。獣の倒壊後、世
界には新たな時代が幕を開ける（黙示録 21 章および 22 章）。

2. 同じ物語の第二の展開が、異なる象徴を用いて直後に続く。それは第 8 章 2 節から第 9 章
の終わりまでである。ここでは、7 つの封印が、7 人の天使が持つ 7 つのラッパに置き換
えられている。この第二の描写と、それに続く第三の描写との間に、第 10 章から第 15 章
4 節にかけて、歴史の主要な登場人物たち天使、二人の証人、竜、女、獣、もう一匹の獣、
選ばれた者たちが、象徴として、入り乱れ、ごちゃ混ぜになって現れる。

3. 出来事の第三の描写は、第 15 章 5 節から第 16 章にかけて繰り返される。その象徴性は
他のものとはさらに異なり、神の怒りで満たされた 7 つの鉢を携える 7 人の天使たちで
ある。

封印が解かれるたびに、ラッパが鳴らされるたびに、そして杯が地上に注がれるたびに、異
なる象徴の下で同じ出来事が繰り返されるのである。
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6.3 多様な象徴形式
同じ登場人物たちが、異なる象徴の下で描かれています。
第 13 章と第 17 章の「獣」は、次のように表されます：

• 破壊をもたらす「4 頭の馬」（黙示録 6 章 1-7 節）。
• 海に投げ込まれた（シオンの）山（黙示録 8:8）。
• 天から地上に落ちる（ダビデの）星（黙示録 9:1）。
•「聖なる都を踏み荒らす異邦人たち」（黙示録 11:2）。
•「大バビロン」（黙示録 18:2）。
•（不信仰な）「諸国」、「ゴグとマゴグ」が、地の四隅から「愛する都」エルサレムに集めら
れる（黙示録 20:7-9）。

最も理解が難しい象徴ここには注意が必要だは、第 17 章 9-11 節にある。「（獣の）七つの頭
は七つの丘」であり、その上に有名な「娼婦」が座している（これらはエルサレムが位置す
る 7 つの丘、すなわちシオンの山、モレアの山などである。黙示録 17 章 9 節）。これらはま
た「七人の王」でもあります（黙示録 17 章 10 節）。これらの王は、王国としてのイスラエル
の過去の歴史を表しています。すでに過ぎ去った 5 人の王は、「かつていた」獣を表していま
す。今も生きている王は、ローマ帝国支配下で密かにイスラエル王国の再建に努めていたユ
ダヤ人たちを表しています。パウロはこれを「すでに働いている不敬虔の秘密」（テサロニケ
の信徒への手紙二 2:7）と呼んでいる。まだ来ておらず、また「しばらくの間だけ留まる」と
いう第七の王は、「しばらくの間だけ」この世に戻ってくる獣を表しており、また「第八の者、
しかし七人のうちの一人」でもある。復活したイスラエルは、かつてのような王国という形
ではないが、「第八の王でありながら、七人の王の一人」である。なぜなら、それは過去のイ
スラエルの「七人の王」を象徴し、イスラエルの全歴史を体現しているからである。イスラ
エル人は今もなお、エルサレムにおけるダビデの王国とソロモンの神殿の復興を望んでおり、
エルサレムを首都であり、ダビデ王の都であると宣言し続けている。
この多様な象徴性は数字にも当てはまる。
「42 ヶ月」（黙示録 11:2）は「1260 日」に相当する：42 ヶ月＝ 1260 日（黙示録 11:3 ／ 12:6）。
この同じ期間は「一時期、二時期、半時期」（黙示録 12:14）とも呼ばれる。
これについては次の章でさらに詳しく説明する。
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7. 数字と象徴の解説
7.1 数字「666」
666 タラントの金
「666」という数字は、獣の名であり、ソロモンが近隣諸国から毎年受け取っていた 666 タラ
ントの金を指していることが分かりました（列王記上 10 章 14 節／歴代誌下 9 章 13 節）。今
日のイスラエルは、年間 17,000kg 以上（17 トン！）の金に相当する同額の収入を国庫に確保
することを夢見ている。イスラエルがアラブ諸国から（石油などを通じて）これほどの富を
徴収できれば、イスラエル経済を大幅に立て直すだけでなく、アラブ諸国、ひいては全世界
に対するイスラエルの道義的支配を意味することになるだろう。したがって、数字の 666 は、
シオニストの野望、すなわち「大イスラエル」を象徴している。
失敗の象徴
数字の 6 は失敗の象徴である。それはイスラエルの象徴である六芒星の運命でもある。予言
的に言えば、数字の 6 は善と完全さを象徴する数字の 7 とは対照的に、悪と不完全さの象徴
である。イエスが「7 回でも 77 回でも」赦すよう求めたとき（マタイ 18:21）、それは、心か
ら赦しを求める者に対しては、単に回数（7 回）にとどまらず、数字の 7 が象徴するところま
で、すなわち完全に、心から赦すべきであることを意味している。同様に、黙示録の「7 つの
封印」はその秘密が完全に守られていることを意味し、「小羊の 7 つの角」はその全能性を示
し、「7 つの目」は魂に対するその完全な洞察力を示している（黙示録 5 章 6 節）。
黙示録の文脈において、7 より一段階下の数字である 6 は、したがって、実を結ばず、頓挫
した働きの象徴であり、「第七の日」の安息に至るのではなく、永遠の苦悩へと至ることを意
味する。神は 6 日間で宇宙を創造されましたが、「7 日目に休まれた」（創世記 2 章 2 節）の
です。「7」の印を持つ人間は、神の安息に入ります。聖パウロは、「第七日の安息」はイエス
の弟子たちにのみ与えられるものであると述べています。それゆえ、彼は頑ななユダヤ人た
ちにイエスを信じるよう招いています。「ですから、あなたがたのうちの誰かが（神の安息に）
遅れてしまわないように気をつけましょう...... なぜなら、第七日の安息は、神の民（イエス
の弟子たち）のために用意されているからです...... ですから、私たちはこの安息に入るよう
努めましょう」（ヘブライ人への手紙 4 章 1-11 節）。
イエスご自身も、すべての人々にこの安息に入るよう招いておられます。「重荷を負い、苦労
している人たちは皆、わたしのもとに来なさい。そうすれば、あなたがたを休ませてあげま
しょう...... わたしのくびきを負い...... そうすれば、あなたがたの魂に安息を見いだすでしょ
う......」（マタイによる福音書 11章 28-29節）。私たちは、ユダヤの人々がこのメシアの招きに
応えるよう祈ります。そうすれば、彼らはシオニストの計画が彼らに平和も安全ももたらさ
ないこと、そして唯一の真の安息はイエスへの信仰の中にあることを理解するでしょう。御
元へ行くことを拒む者たちは、自らを永遠の消耗へと追いやる。彼らは悪魔の印、すなわち
「6」の刻印を押されており、永遠の安息である「第七の日」に入ることは決してない。それゆ
え、神は黙示録の中でこう言われている。

「彼らの苦しみによる煙は、世々限りなく立ち上る。いや、獣やその像を礼拝する者た
ちには、昼も夜も安息はない。」（黙示録 14 章 11 節）

一方、獣と戦う者たちは、おそらく自覚なくとも、「聖徒の忍耐を実践し、神の戒めとイエス
への信仰を守っている」者たちである（黙示録 14:12）。彼らは永遠に神の安息へと導かれる。

「主の内に死ぬ者は幸いである。今こそ、そう、御霊が言われる。彼らは労苦から解き
放たれ、安息する。彼らの行いは彼らに付き従うからである。」（黙示録 14:13）
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悪の三人の主役による同盟
数字の 6 が 3 回繰り返される（666）ことは、悪の三人の主役、「竜」、「獣」、そして「第二
の獣」の同盟を表している。これら三人の同盟者は数字の 6 によって刻印され、一つの数字、
すなわち 666 に結ばれている。なぜなら、彼らは獣の帝国を築くために共に働いているから
である。一方では、「竜は、その力と王座と大きな権威とを、獣に与えた」（黙示録 13:2）とあ
り、他方では、第二の獣もまた、完全に「獣に仕え、至る所でその王国を築き上げる」（黙示
録 13:11-12）であり、その「十人の王たちは皆、一致して、その力と権威を獣に委ねる」ので
ある（黙示録 17:12-13）。これこそが、まさに邪悪な三者同盟である。
世界のメディアは絶えず、二つの獣の指導者たちが、世界中の王たち特にアラブの王や指導
者たちをアメリカ側の立場に引き入れ、イスラエルとの和平を強要するために、絶えず地球
を駆け巡っていると報じている。この「偽りの平和」は、象徴的に「ハル・メギド」と呼ば
れる戦争によって終結するだろう。ヨハネはこう述べている。「私は三つの汚れた霊...... すな
わち悪魔の霊...... が見えた。それらは、全能の神の偉大な日のために、戦争へと全世界の王
たちを集めに行く...... 彼らは、ヘブライ語で『ハル・メギド』と呼ばれる場所に彼らを集め
た。」（黙示録 16 章 13-16 節）。黙示録は、この名前がヘブライ語であることを強調している。
この言語では、それは「メギドの山」を意味する（ヘブライ語で「ハル」は山を意味する）。
ハイファ近郊のメギドは、紀元前 609 年にイスラエル軍がエジプト軍に完敗した場所である
（列王記下 23 章 28-30 節／歴代誌下 35 章 19-25 節）。ファラオ・ネコはそこで、イスラエル人
がすべての希望を託していたヨシヤ王を殺害した。これがイスラエルの崩壊の始まりであっ
た。実際、その約 20 年後、ネブカドネツァルはエルサレムに侵攻し、ソロモンの神殿を破壊
し、イスラエル王国を初めて滅ぼした。それ以来、ユダヤ人にとってメギドは、イスラエル
の敗北と滅亡の象徴となった。山（ハル）のように巨大な新たなメギドは、獣...... とその同
盟者たちのために用意されている。
7.2 「42 ヶ月」
獣には「42 ヶ月の間、活動する権威」が与えられた（黙示録 13:5）。また、「異邦人（獣）もま
た、42 ヶ月の間、聖なる都（エルサレム）を踏み荒らす」（黙示録 11:2）とされている。これ
は、獣と異邦人が同一であることを意味する。しかし、神は彼らに対して「1260日間預言する
二人の証人」を遣わされる（黙示録 11:3）。つまり、彼らは獣がパレスチナを占領している全
期間を通じて、獣に対して預言を行うことになる。なぜなら、「42ヶ月」は「1260日」（42×30）
に等しいからである。
この同じ時期、黙示録の使徒たちを象徴する「女」は、「荒野へ、蛇から遠く離れた避難所へ
と逃げ、そこで（黙示録のメッセージによって）一時期、二時期、半時期（三時期半）の間養
われる」（黙示録 12:14）のである。この三と半の期間は、「42 ヶ月」または「1260 日」であ
り、これは三年半に相当する。この同じ期間は、「三日半」（黙示録 11:9）によっても象徴され
ており、これは神の二人の証人が迫害される期間であり、彼らの「死体は、諸国民の目の前
で... 三日半の間」（黙示録 11 章 9 節）。テレビは、世界中の「諸国民の目の前で」、イスラエ
ルによって迫害されるパレスチナ人とレバノン人の犠牲者たちを映し出した。彼らは、イス
ラエル人入植者に取って代わられるために、破壊された家や土地から殺され、投獄され、追
放され、今もなおそうされている。
預言者ダニエル以来、この「三日半」は、あらゆる不正や迫害全般の象徴的な期間となって
いる（ダニエル書 7 章 25 節参照）。
黙示録ではこの期間が毎回異なる形で記述されており、読者を混乱させ、本文の理解を困難
にしている。その説明は次の通りである。獣はパレスチナを「42 ヶ月」の間占領しなければ
ならない。この期間は「1260 日」に相当し、その間、神の「二人の証人」は彼に抵抗し、黙示
録の使徒たち、すなわち「女」の子らは、「荒野」のように選ばれ隔離され、黙示録の書から
「養われる」ことになる（黙示録 12 章 14 節）。彼らは、その書物を開いて持っている天使の
手からそれを「受け取り」、2 人の証人と共に、獣と結託した「多くの民、国、言語、王たち」
に対して、彼ら自身も「再び証しをする」ために、それを「食べる」よう招かれている（黙示
録 10 章 8-10 節）。
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イスラエルの航空機

7.3 「角」
角は権力を象徴する。サタンは黙示録において、「火のような赤い竜（激怒の象徴）で、七つ
の頭と十本の角を持ち、それぞれの頭には冠が載っている」（黙示録 12 章 3 節）という姿で
現れる。また、獣もまた「十本の角と七つの頭を持ち、その角には十の冠があり、その頭には
冒涜の言葉がある」（黙示録 13:1）。
重要な細部が見過ごされがちだが、獣は「七つの頭と十本の角」を持っている。その冠は頭
の上ではなく、「十本の角」の上にあり、これはその力を獣に捧げる「十人の王」の象徴であ
る。一方、竜は「それぞれの頭」に冠を戴いている。なぜなら、彼は自らの内から力を引き出
しているからである。彼は冠を戴いた悪の王である。
7.4 「4 頭の馬」とその騎手
第 6 章 1-7 節の「4 頭の馬」は、同一の存在、すなわち「獣」である。これらは、4 人の福音
記者を表す玉座の周囲の「4 つの生き物」（黙示録 4:6-7）と対立している。各福音記者は、4
頭の馬のうちの 1 頭に、その騎手と共にこの世へ来るよう命じ、こう叫ぶ。「来い！」と叫び
ながら、4 頭の馬のうちの 1 頭に騎手と共にこの世へ現れることを許している。キリストの 4
人の福音書記者たちは、世界に命を与えた。一方、4 人の騎手に与えられた力は、「戦争、飢
饉、死、そして地上の猛獣によって滅ぼすため」である（黙示録 6 章 8 節）。これらの猛獣と
は、人々を試すために「来る」ことを許された、黙示録の 2 匹の獣のことである。
7.5 黙示録的な兵器
聖ヨハネは、当時存在しなかった 3 種類の兵器を目撃しました。それは、飛行機、爆弾、そ
して戦車（タンク）です。これらの黙示録的な兵器こそが、獣の力を構成しているのです。
「バッタ」（飛行機とヘリコプター）
ヨハネは、奇妙な戦争用の「バッタ」が現れるのを見た。これらは飛行機とヘリコプターで
ある：

「⋯バッタが地上に広がった⋯それらは戦いのために装備された馬を思わせる（それら
は戦争の武器である）。その顔は人間の顔を連想させる（それらは人間によって操縦さ
れている）。その胸部は鉄の鎧のようだ（飛行機の金属製の機体）。そして、その翼の
音は、戦いに突進する多数の馬を引く戦車の轟音に似ている（翼の中のエンジンの轟
音）。」（黙示録 9:3-11）

空中戦は戦争の新たな次元であり、黙示録的な時代の到来を告げている。戦闘機は、米国か
らイスラエルに与えられた主要な軍事力である。
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イスラエルのミサイル

イスラエルの戦車

「雹」（爆弾）
爆弾は、黙示録で予言され、かつて地上に見られたことのない「巨大な雹」によって象徴さ
れている。一粒の重さは「一タラント」（現代の爆弾の規模）である。この恐ろしい雹は、地
上に凄まじい災害をもたらす。「巨大な雹一粒一タラントほどが天から人々に降り注いだ......
それは実に恐ろしい災害をもたらした」（黙示録 16 章 21 節）。
この破滅的な雹は、戦争の「いなご」と同時に現れる。二つの獣とその同盟者たちが使用する
爆弾、特にクラスター爆弾、ナパーム弾、核兵器は、彼らに抵抗する者すべてに対する強力な
武器である。この災いは、黙示録的な時代を告げるものとして預言によって予告されていた。
「馬」（戦車）
ヨハネはこう述べている。「私の幻には、馬（戦車）とその騎手たちが現れた。騎手たちは、
火とヒヤシンスと硫黄の鎧を身にまとっていた。馬の頭は獅子の頭のように見え、その口か
らは火と煙と硫黄が噴き出していた（戦車に搭載された大砲や機関銃）」（黙示録 9 章 17 節）。
黙示録的な兵器に関する預言は、ヨハネの時代には想像もできなかった、そして 20 世紀初頭
に至るまで存在しなかった、予言された兵器が現れるまでは理解され得なかった。
地理的な場所
パレスチナは、黙示録的な出来事の主要な中心地である。二つの箇所が、この国、とりわけ
「聖なる都」であり「愛される都」であるエルサレムへと我々の注意を向けさせる。まさにそ
こにおいて、獣の出現が預言されている。
「異邦人たちは 42 ヶ月の間、聖なる都を踏み荒らす。」（黙示録 11 章 2 節）
「サタンは、全地の四隅から異邦の諸国を集めて、全土（パレスチナ全域にわたるイス
ラエルの入植地）での戦争に備えさせ、彼らは『愛される都』（特にイスラエルが首都
として強く望んでいるエルサレム）を包囲した。」（黙示録 20 章 7-9 節）

サタンが軍勢を集める国は、「愛される都」という記述から特定できる。
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7.6 獣の特徴
1. それはかつて存在し、姿を消したが、再び現れることになっている。
2. それはパレスチナに力強く再出現し、無敵のように見える。
3. かつて致命的な傷を負ったが、そこから癒やされた。
4. それは国際的な強大な権力を握っている。
5. それはある集団を象徴している。
6. ある強国が彼女を支え、世界に押し付けている。
7. 彼女は航空機、爆弾、戦車と共に現れる。
8. 彼女は多くの罪なき人々の血を流すことになる。
9. 彼女はイエスがキリストであることを否定する。
10. 彼女はハル・メギドの戦いで滅ぼされる。

1948 年、パレスチナに、アメリカに支えられたイスラエル国家が出現した。この国家は、エ
ルサレムを首都と宣言するために、世界各地から押し寄せ、国土全域に定住したユダヤ人入
植者たちによって形成されたものであり、これは黙示録の時代が到来したことを示す兆しで
ある。
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8. 崩壊の後
8.1 回復：新しい天と地
獣の最終的な堕落の後、神は世界に新たな時代を打ち立てられる。ヨハネは「新しい天と新
しい地」（黙示録 21:1）を目撃し、「御座に着いておられる方がこう言われた。『見よ、わたし
は新しい世界を造る』」（黙示録 21:5）と記している。この新しい世界は、すでに聖ペトロに
よって預言されていた。「私たちは、神の約束に従って、義が住む新しい天と新しい地を待ち
望んでいる」（ペトロの手紙二 3:13）。（「普遍的回復」の章を参照）。
これが、簡潔かつ体系的に語られた黙示録の物語である。神は、キリストの再臨の前夜であ
る「獣」が現れるその時まで、その内容を秘密にしておきたかったため（黙示録 5 章 1 節お
よび 10 章 4 節）、ヨハネにはこのように明確かつ順序立てて啓示されなかった。そこで神は、
すべてを説明するために御使いを遣わされた。「この書の預言の言葉を隠してはならない。な
ぜなら、（キリストの再臨の）時は近いからである」（黙示録 22:10）。この秘匿は、イエスの再
臨の前に「地に住む者たちを試す」ために神が意図されたものであった（黙示録 3:10-11）。
こうして、キリストは今、人々の心を試みている。「わたしは心と腎臓を試みる者である」と
イエスは言われる（黙示録 2:23）。選ばれた者とは、正義のために立ち上がり、自らの命を賭
してさえ、勇気と決意をもって獣と戦う者たちである。彼らは、反キリストに対する抵抗を
通じて、地上に神とそのキリストの王国を確立する。

「勝利と力は私たちの神に、支配権はそのキリストにある⋯⋯私たちの兄弟たち（二人
の証人）の告発者（獣）は打ち倒された⋯⋯彼ら自身、小羊の血と、殉教の証しによっ
て、彼に打ち勝った。彼らは死ぬまで自分の命を軽んじたからである。」（黙示録 12 章
10-11 節）

『ヨハネの黙示録』は、イスラエルの帰還、獣、反キリスト、そしてその最終的な裁きについ
ての物語を語っている。その堕落は、その王国が永遠に続くメシア、ナザレのイエスの力と
栄光を明らかにするだろう。
8.2 地上の神の王国
第七のラッパが鳴り響く。それは、反キリストの堕落の後、地上の神とイエスの御国が確立
されることを告げている。

「第七の天使がラッパを吹いた。すると、天で声たちが叫んだ。『世の支配権は、私たち
の主とそのキリストのものとなった。主は世々限りなく統治される。』」（黙示録 11 章
15 節）

竜と獣によって消されていた神の光は、真理と愛を渇望する心の中で再び輝き出す。彼らは
神を内に宿して生き、神の神殿となる：

「勝利者には、白い石 * を与えよう。その石には、それを受ける者以外には誰も知らな
い新しい名が刻まれている。」（黙示録 2:17）

* 一部の聖書では、「白い石」ではなく「白い小石」と訳されている。「小石」は、黙示録が書
かれたギリシャ語の「プシフォン（psyfon）」から訳されたものである。しかし、ギリシャ語
においてこの言葉は「小石」または「石」を意味します。翻訳すべきは「石」という言葉です
（『TOB（エキュメニカル聖書訳）』が正しく訳しているように）。なぜなら、「小石」という言
葉では、建物を築くことはできないからです。
「石」という言葉には、「小石」という言葉にはない、預言的かつ福音的な響きがある。イエス
はペトロに「あなたはペトロ（ペトロス）である。この岩の上に、わたしはわたしの教会を築
く」（マタイ 16:18）と語ることで、この言葉を聖別された。そして黙示録において、終わりの
時の霊的な教会を築くために、この言葉を再び用いている。この教会は物質的な建物ではな
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く、黙示録の使徒たち、すなわち彼らと、イエスが御使いに啓示された黙示録のメッセージ
を信じるすべての人々によって形成される「霊的な神殿」の礎石たちを表しています。実際、
彼らは、イエスが「礎石」である（ペトロの手紙一 2:4-5 を参照：「あなたがた自身も、生け
る石として...」、1 コリント 3:16 ／ 6:13-20 ／ 2 コリント 6:16 ／エペソ 2:20）。
黙示録において、イエスはまた、勝利した信者を「わたしの神の神殿の柱」とも称している
（黙示録 3:12）。黙示録はこの新しい世界秩序を次のように確証している：

「それから、私は新しい天と新しい地を見た。最初の天と最初の地は、すでに過ぎ去り、
海（魂の死）も、もはやなかった⋯⋯渇いている者には、わたしがいのちの泉を、ただ
で与えよう⋯⋯わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの子となる⋯⋯神殿は見当た
らなかった。主なる神と小羊とが、彼らの神殿となっておられるからである⋯⋯もは
や夜はない。」（黙示録 21 章）
「渇いている者はだれでも、ここに来なさい。望む者はだれでも、いのちの水を無料で
受けなさい。」（黙示録 22 章 17 節）

父よ、御国が来ますように。天におけるごとく、地にも御心が成りますように。アーメン！

「ああ、主イエスよ、来てください！アーメン！」

「⋯⋯耳のある者は、御霊が諸教会に語られることを聞きなさい。」（黙示録 2 章 7 節）

ピエール（1978 年、2005 年改訂）
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